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調査対象：令和６年度 校内研修等講師派遣事業出席者、A38受講者 計 １０１名
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道徳科授業におけるICT活用状況

毎回活用 比較的活用 あまり活用せず 全然活用せず

形成期
（16人）

18.8 56.3 25.0 0

向上・発展期
（68人）

25.0 33.8 27.9 13.2

充実期
（17人）

17.6 47.1 29.4 5.9 （％）

・道徳科授業におけるICT活用状況は、
「形成期」で約７５％、「向上・発展期」で約５９％、「充実期」で約６５％と、
「形成期」が一番多く活用している。

・毎回活用している割合は、「向上・発展期」が一番高い。
・全然活用していない割合は、「向上・発展期」が一番高い。 3



「毎回活用している」教員の活用例

導入場面での活用
１ デジタル教科書や場面絵、付属資料の提示

２ 範読用の音源や動画の使用

３ スライドショーや二項対立の提示

意見集約と共有
１ フォームやスプレッドシートを使った事前アンケートや自己評価の入力

２ 生徒の意見をその場で入力し、スクリーンに映す

３ ジャムボードやオクリンクを使った意見交流

振り返りと記録
１ ロイロノートを使ったポートフォリオの作成

２ 自分の考えや振り返りをまとめ、意見交流につなげる

その他の活用方法
１ 動画教材（NHK for Schoolなど）の活用

２ デジタル教科書の挿絵をプロジェクターで投影

３ 心情メーターやカードを使った意見交流

（アンケート結果をCopilotが要約）

全体として、ロイロノートは
多様な場面で効果的に活用さ
れており、特に意見の集約と
共有、振り返りの記録に役
立っています。
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意見交流と振り返り

１ ロイロノートを使った意見交流や振り返りの共有が多く見られます

２ ジャムボードは意見交流に便利だが、代替ツールを模索中

３ 心情メーターや心の数直線（熊本市教育センター）を使った意見交流

導入時の活用

１ フォームによるアンケート実施

２ デジタル教科書の挿絵や音声、動画の提示

３ 画像や写真の提示、YouTube動画やGoogleスライドでの発問

その他の活用方法

１ 道徳の資料（文章や写真）の提示

２ 映像資料（写真、動画等）の提示

３ miroやfigmaを使った意見交流

４ 役割演技の撮影と共有

「あまり活用していない」教員の活用例
（アンケート結果をCopilotが要約）

全体として、ロイロノート
やジャムボードなどのデジ
タルツールを活用して、意
見の集約や共有、振り返り
の交流が行われています。
また、デジタル教科書や映
像資料の活用も多く見られ
ます。
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ICTを活用していくために必要なこと

その他（教室環境4人、教師の意欲、端末、日常化）

子供が使い方を実際に学ぶことができる場

先生が使い方を実際に学ぶことができる場

簡単で手軽にできるアプリケーションの情報

アプリケーションの発展的な使い方の情報

アプリケーションの基本的な使い方の情報

授業のどの場面でどんなことが使えるか・できるかといった情報

調査対象：令和６年度 校内研修等講師派遣事業出席者、A38受講者 計 １０１名

80.2％

52.5％

55.4％

授業のどの場面でどんなことが使えるか・できるかといった情報

先生が使い方を実際に学ぶことができる場

簡単で手軽にできるアプリケーションの情報
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令和の日本型学校教育

全ての子供たちの可能性を引き出し、

個別最適な学びと、協働的な学びの実現

指導の個別化 学習の個性化
7



「指導の個別化」は、一定の目標を全ての子供たちが達成すること
を目指し、個々の子供たちに応じて異なる方法等で学習を進めるこ
とである。その中で子供たち自身が自らの特徴やどのように学習を
進めることが効果的であるかを学んでいくことなども含んでいる。

指導の個別化

令和６年度道徳教育推進教師研修講座 講義資料（浅見哲也氏）より

「指導の個別化」とは、一定の目標を全ての子供たちが達成するこ
とを目指し、子供の特性や学習進度等に応じ、支援が必要な子供
により重点的な指導を行うなど効果的な指導を行いながら、指導方
法や教材等の柔軟な提供や設定をするなど一人一人が異なる方法
で学習を進めること。

「道徳授業の個別最適な学びと協働的な学び」 （浅見哲也・安井政樹著 明治図書）より
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教材提示の工夫（子供が選ぶ）
・文字
…デジタル教科書や教科書の

文字を読む

・絵

・範読
…音を聞く

出典：令和６年度道徳教育推進教師研修講座 講義資料（浅見哲也氏）より

他にも、
・教材の一部を劇化する
・初めから正しいことを提示する
・「価値の理解」について、今回は三つの

うち一つに絞って指導する 等々

指導の
個別化
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にもかかわらず、
これまでは…

ICTの利活用で、
一人一人（全員）のよさや可能性を引き出す

子供は道徳科をどんな風に学びたいか
①友達の考えを聞くことが好き
②話し合うことが楽しい
③教材のお話が好き

一部の挙手できる子供の意見だけで授業が進むことが多かった

教師は、挙手している子供の考えを知ることが前提

挙手が苦手
な子供も表
現できる

教師主導？

指導の
個別化
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「学習の個性化」は、個々の子供たちの興味や関心等に応じた異な
る目標に向けて、学習を深め、広げることを意味している。その中で
子供たち自身が自らどのような方向性で学習を進めていったらよい
かを考えていくことなども含むものである。

令和６年度道徳教育推進教師研修講座 講義資料（浅見哲也氏）より

「学習の個性化」とは、子供の興味や関心等により一人一人に応じ
た学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで、子供自
身が自分に適した学習の目標等を設定することです。

「道徳授業の個別最適な学びと協働的な学び」 （浅見哲也・安井政樹著 明治図書）より

学習の個性化
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道徳教育で考える
１ 子供に内容項目一覧を渡して、いろいろな場面で、選ばせる

２ 特別活動 学級活動（３）「一人一人のキャリア形成と自己実現」

と関連付ける

３ 授業で生かすとしたら…

・重点内容項目数と時数

との比較→余った時間を

有効に活用する

・自分はこの価値を大事にして

考える（各自が決めて考える）

学習の
個性化

出典：「令和６年度道徳教育推進教師研修講座講義資料（浅見哲也氏）」より 12



「協働的な学び」とは、探求的な学習や体験活動等を通じ、子供同
士、あるいは、多様な他者と協働しながら、他者を価値ある存在と
して尊重し、様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り
手となることができるよう、必要な資質・能力を育成するための学び。

「道徳授業の個別最適な学びと協働的な学び」 （浅見哲也・安井政樹著 明治図書）より

協働的な学び
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自己を見つめるレーダーチャート（内容項目の一覧化）

場 面

ツール

授業前・後の振り返り（主に、「導入」「終末」）

Microsoft Excel（表計算ソフト）

各学年の内容項目を要約したものを配付し、いろいろな場面で意識させる。
Microsoft Excelで自己評価（５段階評定）し、その結果をレーダーチャートで示す。14



よ さ

留意点

・「じぶんのこころ」で、日常生活でも道徳的価値を意識することがで
きる。（例）「運動会、私は５、７、８を意識して取り組もう」

・授業では、「じぶんのこころ」を子供自らが選択して考えたり、関連さ
せて考えたりすることができる。

・「レーダーチャート」で自分自身を見つめ、自分の状況を把握すること
ができる。→課題は日常生活と結びつけて考えさせる。

・「じぶんのこころ」は、内容項目を基に、学年の実態に合わせて文言
を作成したが、汎用性に欠ける部分もある。

・「じぶんのこころ」と「レーダーチャート」の文言を同じにすることで、
相関的に考えさせていく。
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Padletで意見交流する

場 面

ツール

意見交流場面（主に「展開」）

Padlet

「Padlet」で自分の意見を表出させる。友達の意見も参考にしながら、自己を見
つめ、物事を多面的・多角的に考えさせる。

教師の発問に、子供
たちはそれぞれ自分
の意見を書いていく

子供たちは自分の
意見を追加していく

ディスカッションのテーマに子
供たちは意見を書く。その意
見にコメントや♡で反応する。
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よ さ

留意点

・挙手が苦手な子供も含め、全員が授業に参加できる。
・友達の意見を参考にし、自分の意見に役立てることもできる。
・記録を残すことで、変容を見取ることもできる。
・書くことが苦手な子供も、♡を押すことで反応を示すことができる。
・教師は意図的に指名することも容易になる。

・教師のねらいに応じてテンプレートの示し方を変える必要がある。
・操作に慣れるまで、多少時間がかかる。
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ロイロノート・スクール、Canvaでポジショニング

・二項対立の発問に対して、全員の意見を可視化するだ
けでなく、変容を見取ることもできる。

・ロイロノート・スクール（左図）は、「カード提出」で全員の
回答を提示。Canva（下図）は、共有することで、全員の
位置を把握することができる。

他ツール

よ さ 留意点

誰の意見をもっと
聞いてみたい？

自由に話し合って
みましょう。
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Canvaで学びの整理をする

場 面

ツール

学びの整理場面（主に「終末」）

Canva

本
時
の
始
め
の
考
え

本
時
の
終
わ
り
の
考
え

本時の始めと終
わり考えを並べ
て記入する。

「Canva」で本時の内容を踏まえて自己を振り返ったことをまとめる。
画面上で友達の意見を共有することでさらに考えを深めさせる。 19



よ さ

留意点

・振り返りを共有する時間を確保することができる。また、友達同士で
共有することで、多様な考えに触れることができる。

・授業の始めと終わりで考えを比較することで、自己の考えの変容に
気付くことができる。

・データを複製することで、繰り返し使用することができる。

・振り返りを見られることによる心的な圧迫感があるため、どんなこと
を話しても大丈夫な雰囲気づくりが必要である。
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Canvaで学びの整理をする

・素材等を効果的に使用することで、
直感的に表現することが可能。

・主体的に表現することができる。
（授業後の振り返りにも活用可能）

他にも…

よ さ 留意点

豊富な「テンプレート」（左）
→子供に選ばせても良い
豊富な「素材」（右）
→今の自分にあった表情を
選ばせ、簡単に振り返りを
書かせることも考えられる

ちらし、名刺、新聞、マインドマップ…豊富なテンプレート（意図に応じて使用する）

・操作に慣れも必要。
・教師は、子供が作業しているところを

把握することができない。
・表現に目が行き、こだわりすぎることもある。 21



まとめにかえて

○ICTの利活用は、
授業の質的転換を図る
ことに役立つ

○国の取組も参考にし、
ICTを効果的に利活用
することで、子供たちの
道徳性を養っていく
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